
1 
 

平成 26 年度第 1 回研究企画委員会  
議	
 	
 事	
 	
 録  

 
１．日	
 時：平成 26 年 5 月 15 日（木）	
 15:00～17:00 
２．場	
 所：学会事務局会議室	
 	
 

３．出席者： (アンダーラインは欠席、＊は委任状提出) 
長田委員長，笠副委員長，阪元幹事，天野委員＊，池田委員＊，浦越委員＊，江口委員	
 

大野委員，佐々木委員，品川委員＊，田中委員＊，照屋委員，升元委員	
 

(委任状提出者を含めて過半数以上であり、委員会成立。)	
 

	
 

４．討議資料  
◆	
 研究企画委員会平成 25 年度第 8 回委員会議事録(案)	
 .....................................	
 (26 研企Ⅰ資①)	
 

◆	
 会誌会告「平成 26 年度定時社員総会およびシンポジウムの開催のお知らせ」	
 .............	
 (26 研企Ⅰ資②-1)	
 

◆	
 岩盤分類技術書	
 主な変更点について，指摘事項対応方針案	
 ............................	
 (26 研企Ⅰ資②-2)	
 

◆	
 平成 26 年度第 1 回事業企画委員会議事録(案)	
 .......................................	
 (26 研企Ⅰ資③-1)	
 

◆	
 平成 26 年度第 1 回理事会議事録(案)	
 .................................................	
 (26 研企Ⅰ資③-2)	
 

◆	
 話題提供資料「産業応用型電動ﾏﾙﾁﾛｰﾀﾍﾘｺﾌﾟﾀ‘ﾐﾆｻｰﾍﾞｲﾔｰ’」パンフ	
 ......................	
 (26 研企Ⅰ資④-1)	
 

◆	
 話題提供資料「第 15 回アジア地区国際地盤工学会会議」パンフ	
 ...........................	
 (25 研企Ⅷ資⑤)	
 

 
５．議	
 事  
５－１．前回議事録の確認  

案どおり承認した。  

５－２．研究小委員会活動報告  
（１）地すべりの初生と評価に関する研究小委員会(第二期) 

【報告事項】・・・阪元幹事  
・	
 研究小委員会活動成果公表の場となるシンポジウムのプログラム内容について報告。  
・	
 今後の活動としての会誌特別号の企画について。  
【意見等】  
・	
 会誌特別号の企画、編集のために研究小委員会の活動期間を当初計画より延長する場合は、

最近の事例にならい、活動期間延長に関する手続きを行うのがよい。  
（２）岩盤分類再評価研究小委員会(第二期) 

【報告事項】・・・阪元幹事資料代読  
・	
 技術書の原稿作成についての報告 (主に研究企画委員会からの原稿内容確認結果に対する
修正状況等)。  

【審議・決定事項】  
・	
 研究企画委員会における原稿内容確認は、引用文献の整理が終わった時点で、再度実施す

ることとする。  
【意見等】  
・	
 書籍の効果的な販売方法については、様々な工夫が必要と考えられるため、研究小委員会

において十分議論して欲しい。研究企画委員会からもよい知恵があれば提案する。  
（３）廃棄物処分における地質環境調査・解析手法に関する研究小委員会  
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【報告事項】・・・大野委員  
・	
 第二期委員会の委員募集中。事務局に 1 件の問い合わせがあった。  

５－３．理事会／常置委員会報告  
（１）事業企画委員会  

【報告事項】・・・阪元幹事資料代読  
・	
 第 1 回委員会(H26.4.17 開催)の議事内容の報告。  
・	
 H26 研究発表会論文集電子化の検討、現場研修会(伊豆大島)についてなど。  

（２）理事会／総務委員会  
【報告事項】・・・長田委員長、笠副委員長  
・	
 第 1 回理事会(H26.4.25 開催)、および、第 1 回総務委員会(H26.4.17 開催)における議事内
容(一部)の報告。  

・	
 総会準備状況、収支報告、災害調査団派遣要項の議論についてなど。  

５－４．話題紹介	
 

・	
 研究企画委員会における今後の取り組みに資するための話題提供と議論がなされた。  
・	
 照屋委員から第 15 回アジア地区国際地盤工学会会議の開催について紹介がなされた。当学
会の関与の有無や、応用地質学会のアジアシンポと開催時期が近いことなどに関する意見

が出された。  
・	
 笠副委員長から産業応用型電動ﾏﾙﾁﾛｰﾀﾍﾘｺﾌﾟﾀ‘ﾐﾆｻｰﾍﾞｲﾔｰ’について紹介がなされた。応用

地質学分野への適用可能性が高い技術と考えられ、具体的な機能や適用性について、委員

会としてさらに勉強することとし、まずは現場でのﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝが可能かどうか、笠副委員

長を通じて先方のｺﾝｿｰｼｱﾑに照会してみることとした。  

５－５．その他	
 	
 

・	
 次回委員会は、平成 26 年 7 月 3 日(木)、学会事務局にて開催することとした。  
以	
 上  


